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 要 旨   
 子宮内での栄養補助剤や化学物質への暴露が発生中のマウス胚に影響を与え、生活習慣

病をもたらすという報告がある。妊娠 0.5-8.5 日に 10％エタノールを自由摂取させて母体を

エタノールに暴露させたところ、エピジェネティック感受性の対立遺伝子 Agouti viable 
yellow (Avy)の発現が子孫で変化した。エタノール暴露がこのローカスで転写サイレンシン

グを増加させ、アゴーチのマウスが増加した。予想されたように、転写サイレンシングは

Avyの過剰メチル化と関係があった。エタノールは初期胚のエピジェノタイプを変化させ、

成体の表現型に影響を与えることが初めて示された。さらに Avyマウスで胎児性アルコール

症候群に見られる出生後の成長制限と頭蓋や顔面の異形を観察した。以上より、子宮内で

の中程度のエタノール暴露が Avy 以外の遺伝子の発現にも変化を誘導しうることが示され

た。さらに受胎前の 10 週間、1 週間で 4 日間、10％エタノールを自由摂取させたメスマウ

スの子孫で Avy対立遺伝子の転写サイレンシングが増加した。以上より、胎児性アルコール

スペクトラム障害の病因におけるエピジェネティクスの関連が示唆された。 
 
 
 
 
 

 




